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、”
そ
れ
に%

ま

し

て

，'

「

土
地
問 

:

5

:

が
重
要.と
な
';
-
-
だ
:;
:

0

.

:

.•

.と
の
±'
:

5

な
墓
礎
吖
ぅ
え
：に
、
近
世
に
な
：っ
て
広
讽
な
塩
田
办
成
立
が
み
ら
，
 

:

れ
る
：.

(

と
：:<'
/
に
萤
曆
、
：；文
政
丨
天
保
の1ー：時
期
を
中
心
と
し
て

)

。：

し
か
し
塩 

|1
1;

築
造
：は
莫
太
な
資
金
と
労
働
カ
を
必
要
：ど
す
る
：大
土
木
エ
琪
で
、あ
る
が
ら

、

. 

ヾ
あ
る
程
度
商
品
経
済
の
発
達
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
：

「

塩
：の
商
品
市
場
の 

；

形

裘

僧

と

：,'
塩
田
を
築
造
レ
、
塩
を
商
品
と
し
て
.製
造
し
販
売
せ
ん
と
'す
る 

.
商
品
生
産
の
担
当
者

=

塩
由
築
造
の
直
顧
：の

担

馨

の

：

性
格
.と
を
、
あ
わ
せ
て 

考
え
て
み
る
こ>

が
必
要
.で
あ
る
。

」

.と
し
%

各
地
塩
田
成
立
事
情
.
製
塩
技 

..
.術
及
び
と
0:
.わ
け
各
地̂
.
-

で
の̂

11

事
0

を
か
な
り
詳
し
く̂

べ
、
塩
業
に
お 

ふ
け
る
地
主•
，小
作
制
に
注
目
し「

さ
ら
に
ぞ
の
際
忘
；れ
る
こ
：と
の
-
で
き
.な
い
の 

は
、
；：藩
が
塩
田1

に
よ
ら
て
財
政
取
入
を
増
大
せ
し
め
ん
と
す
る
意
慾
を
抱

： 

■■
■

い
た
と
へ
い
ぅ
事
実
で
あ
る0

」

と
し
て
薩
専
売
制
度
を
説
明
し
て
い
る
。

• 

序
論
後
半
の)

ー
ー
章
は
::
.「

明
治
維
新
よ
り
塩
専
売
法
の
成
立
ま
で

」
「

塩
専
売 

法
の
成
立
1-「

太
IE
#-

代
の
概
観」

' 

か
ら
な
る
。

' 

そ
の
中
心
点
：は
も
ち
ろ
ん
専 

'■
'

売
制
度
の
成
立
に
お
か
れ
て
い
る
。
専
売
制
度
が
実
現
さ
れ
る
に
至
つ
た
直
接 

.の
：原
因
は
、'4

と
よ
り
戦
費
調
達
の
.た
め
塩
消
費
税
が
立
案
さ
れ
た
こ
と
に
あ 

る
け
れ
ど
、.
そ
の
前
提
を
な
し
：て
い
た
の
は
、
日
清
擎
後
激
増
し
た
外
塩
の

'
' 

庄
迫
に
よ
る
塩
業
者
の
苦
境
に
あ
つ
た
。
し
か
し
さ

.ら

.に
遡
れ
ば
、
そ

の「

遠 

因
は
徳
川
f

の
崩
壊
に
よ
り
、：
従
来
各
藩
に
.お
い
て
実
施
し
て
い
た
塩
制
が 

.

廃
絶
さ
れ
、
塩
業
の
保
護
廣
成
が
崩
壊
し
、
，維
新
後
自
由
放
任
に
委
せ
ら
れ
た 

国
内
塩
業
は
、
混
味
の
極
に
達
し
て
塩
民
は
困
窮
し
、
な
ん
ら
か
の
強
力
な
統

.

制
を
必
要
と
し
つ
.つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
胚
胎
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ 

う
。

」

と
し
て
明
治
初
期
に
お
け
る
過
剰
生
産
、
生
産
制
限
と
そ
の
失
敗
、 

明
治
一
一
十
年
代
の
塩
田
開
発
及
び
そ
の
樣
に
お
け
る
製
塩
と
く
に
せ
ん
ご
う
技 

術
の
進
旗
と
地
主
丨
ル
作
関
係
の
変
f

と
の
目
^
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ 

る
。

. 

. 

. 

.

.

.

,

I

I

へ
の
切
り
替
え
に
際
し
て
は
塩
販
売
業
者
の
反
対
運
動
と
生
産
者 

側
の
賛
成
と
の
対
立
関
係
が
激
化
し
た
が
、
結
局
戦
時
財
政
の
庄
カ
が
反
対
蓮 

動
を
狎
し
つ
ぶ
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
そ
の
後
も
過
剰
生
産
の
傾
向
が
消
え

ぬ

た
 

め
、
翌
三
十
九
年
に
新
規
製
塩
を
不
許
可
と
し
、
：明
治
四
士

1
1
、
四
年
の
塩
田 

整
理
に
よ
り
、
収
益
増
加
：

.

回
送
円
滑
化
.

塩
価
引
下
に
成
功
し
た
。
以
上
の
. 

ほ
か
僻
償
価
格
の
決
定
等
制
度
の
内
容
と
推
移
を
追
い
、
大
正
七
年
専
売
益
金 

の
減
少
に
よ
る
取
益
主
義
か^

公
益
主
義
へ
の
転
換
を
指
摘
す
る
。

2

本

論
 

;

本
論
は
六
編
8

前
.
.戦
後
各
三
編〉

に
分
れ
る
。.「

昭
和
十
年
ま
で」

「

昭 

和
十
六
年
ま
で」

「

昭
和
二
十
年
終
戦
ま
で

J

 

J

昭
和
ニ
十
四
年
ま
で

」

.「

昭
和 

二
十
九
年
ま
で」

の
五
時
期
と
、
最

後

に「

わ
が
国
塩
業
の
今
後

j

と
い
う
見 

通
し
を
加
え
て
い
洛/°
各
時
期
と
も
総
説•
：生
産
.
.
輸

入
.
.輸
送
.
•
販

売

，
製 

塩
技
術
.

関
連
産
業
の
七
章
か
ら
構
成-$
れ
て
い
る
。
こ
の3

ち
第
ー
期
は
十 

年
間
だ
が
、
大
体
備
州
辦
変
を
境
と
し
て
論
調
を
分
け
て
い
る
か
ら
、
各
時
期 

，と
も
五
年
間
前
後
を
一
括
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。
し
か
し
こ
の
時
期
区
分 

が
内
容
的
に
：い
っ
て
塩
業
の
豸
_

を
#

罾
づ
け
る
う
え
に
畠
だ
豸
肖
な
も
め
，で

あ
る
。

：

. 

• 

. ノ

書

評
-
及

び
.
"紹

.介 

.

'
-,
■

.

「

第

一

期」

は
旧
来
塩
業
に
附
着
し
て
き
た
前
近
代
性
を
駆
逐
し
、
爾
後
に
お 

け
る
国
内
塩
業0
常
数
と
も
い
ぅ
べ
き
規
模
を
づ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
、
地
な 

ら
し
の
時
代
で
あ
？
た。
：

.

大
正
以
来
の'外
地
塩
移
入
増
加
が
続
き
、
さ
ら
に
大
正
ま
⑽
に
内
地
塩
生
産 

が
回
復
ル
て
、
每
年
度
末
在
庫
が
累
積
し
た
。

.

そ
こ
で
翰
移
入
塩
の
抑
制
、
：
つ 

い
で
の
⑽
海
の
抑
制
ざ
ら
に
両
者
相
互
間
の
1

が
巡
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た 

め
内
地
塩
に0,
い
て
大
正
十
三
年
生
産
予
定
数
量
制
を
と
り
、
大
正
十
五
年
品 

質
向
上
の
た
め「

製
塩
設
I

良
奨
励
金」

の
交
付
を
行
な
い
、
三
等
塩
を
中
、 

心
と
す
る.
た
め
四
.

五
f

の
縮
減
.を
は
が
り
、.
賠
償
®

の

操

作(

区
域
や 

等
級
間
価
格
差
の
変
更

)

な
ど
で
促
進
に
努
め
た
。
，
こ
の
種
の
砠
罾
は
必
然
的

' 

.に
昭
和
四—

五
年
.の
第
一
一
次
塩
田
整
理
に
発
展
し
た
。
不
良
企
業
の
淘
汰
.

(

生 

産
.量
で
一
五
％
、

塩
田
面
獐
で
ニ
〇
%

)

、.
技
術
改
良
.
い
わ
ゆ
る
S

T

式
改
良 

平
釜
の
普
及
が
す
す
め
ら
れ
る。

.
'

.

右
の
結
果
後
半
期
に
は
内
地
塩
生
産
量
が
一
時
減
少
を
示
す
。
し
か
る
に
金 

解
禁
以
後
産
業
界一

般
が
不
況
を
脱
し
飛
躍
的
な
発
展
に
移
る
と
、

.H

業
塩
と 

り
わ
け
ソ
ー
ダ
工

業(

.ス

フ

,

人
絹

,ガ
ラ

.ス工
業
と
の
関
速)

の
蹯
進
に
よ 

る
特
別
用
海
の
消
費
が
著
し
く
、

一
般
用
傲
を
ぅ
わ
廻
っ
て
冷
く
。
従
来
の
外 

地
塩
抑
制
策
は
放
棄
さ
れ
育
成
に
転
じ
、
各
エ
業
0'
自
己
輪
入
に
ょ
り
海
外
新 

産
地
が
開
拓
さ
れ
、
昭
和
八
年
以
降
外
塩
は
内
塩
を
凌
ぐ
に
至
っ
た
。
.
し
か
し 

内
地
塩
め
方
も
塩
田
整
理
纟
^
亇
武
普
及
の
成
果
が
現
わ
れ
始
め
ゝ
品
質
の
向 

上
.:

(
1

一
等
塩
,

重
要
化r

塩
価
低
減
と
が
％
に
、：
生
産
は
再
び
著
し
い
上
#
を 

荥
し
た
：
0

そ
.こ
で
ま
於.も
内
外
塩
の
調
節
が.必
要
.に
な
づ
た
の
、で
お
る°

.

'

:

、
 

:::r 

- 

•:■
'

七

三

(

八
ー
.--
*

-

:



「

第
.一一’期」

は
右
め
問
題
を
.解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
わ
が
国
塩
寒
の
お
く
れ 

た

生

産

構

造

々

第

的

髮

造1
:
で
ゆ
.こ
ぅ
と
す
る
、
：：近
贷
の
政
策
が
華
々
：
 

•L
V

-
ス
'タ
ー

ト
^

な
ザ
.̂

も
、
そ
れ
が
職
争
で
挫
册
ぜ
し
，

■め
，.ら
れ
.て
ゆ
く
過
程■ 

で
：あ
っ.
た
0 

:■'
V
. 

へ：

'

:
 

:

;

'士
^

そ
の
中
心
は
昭
和
十
，

「
年
よ
り̂

ヵ
牟t

画
で
開
始
さ
れ
た
合
同
機
诫
製
塩 

.
で
あ
る
。
：

U

れ
は
せ
ん
ど
ぅ
霧
：の.真
空
式H

場

へ

：
の

吸

収

を

中

心

:̂
'
し
i (

真

，
 

..空
式
.
は
年
産
.

一
万
ト
ン'
以
上
、.
そ
.れ
'以
下
.は
..一'
千

；
ト
シ
，
以

J1
.を̂
.

汽
利
用
式
.
と
.，
 

す
る)

、
塩
生
産
費
别
下
と
品
質
向
上
に
，よ
る
外
塩
.へ
：.の
対
抗
を
目
的
に
、
全
国- 

塩
業
の
金
面
的
な
機
械
化
を
企
因
し
た
。

：

し
た
が
？
て
小
規
模
製
塩
業
の
.合
同 

乃
至
組
合
奮
の
促
進
を
伴
？
た
が
ら
、
自
然
そ
こ
に
は

|0

ま
の
1

丨
ル
#
 

関
係
に
大
き
な
変
化
を
あ
た
え
る
..こ
と
に
.
な
り
、：
生
産
者
間
に
深
刻
な
動
揺
を 

生
じ
た
。
そ
の
：た
め'の
打
謹
艰
が
塩
製
造
人
と
別
，に

4

ん
水
製
造
人
を
独
立
.さ 

せ

、

両
者
間̂
'

か
ん
水
の
譲
渡
関
係
と
し
で
対
置
し
た
と
と
で
あ
る
。
：：

.%

の
：ほ
：
 

h
か
増
加
す
る
外
塩§

u

て
：は
、
昭
和
十
二
年
外
塩
輸
入
I

.

 

• 

i

塩
業
協 

会
の
設
立
に
よ
る
業
敗
の
：組
織
化
や
再
製
塩
の
民
間
依
託
を
行
な

-?

て
い
る
。：

■

と
こ
ろ
が
攀
へ
の
一
突
入
に
よ
る
資
材
：
燃
料
難
の
惑
条
件
は
、
.順
調
な
発 

足
を
し
つ
つ
あ
っ
た
合
同
製
塩
を
昭
和
十
三
年
夏

i

は
中
絶
の
や
む
な
き
だ
至
：
 

ら
し
め
だ(

も
っ
と
も
次
#

の策

と
し
て
蒸
汽
利
用
式
に
よ
る
機
械
化
が
進
め
. 

ら
4

た
が
、.
昭
和
十
六
年<

月
に
は
金
面
的-̂
停
止
す
る)

。
''

そ
と
に
外
塩
：の' 

全
盛
期
ぶ
や
っ
て
ぎ
た
：が
、
そ
办
も
欧
州
戦
乱
の
影
響
で
遠
海
塩
が
這

.入
ら
^
 

く

な

り(

再
製
塩
も
十
五
年
度
で
打
切
ら
れ
る

)

、近海館，外
地
顧
幾
：

 

内
地
塩
の
谨
に
努
力
が
法
が
れ
た
。
そ
こ
べ
昭
和
十
六
年
の
，台
風
に
ょ
る
未

:

-

 

V

. 

.

(

八1
1
5
:
.

曽
有
.の
不
作
が
起
る。
^

'
、塩
ぬ̂

る
泊
地
蕊
藿’

影

マ

さ
^

に
は
消
費
規
正
へ̂

め
た
め
難
太
べ.
の
専
、
 

売
制
適
用
部
々
キ
名
補
の|
^

的
政
策
ば
い
ま
や
全<;
糧
化
し
て
し
ま
っ
だ 

:(

專
売
収
支
：も
咭
和
十
三
年
度
：以
降
赤
字
：に
翁
ず

.る
が
、
当
；初
：は
回
送
費
の
增
嵩 

に
よ
る
も
の
、
十7|
:

年
度
か
.ら
は
低
物
価
政
筇
に
基
づ
：く
ー
ー

 

重
価
格
制
.に
よ
る

も
の
で
あ
つ
た)

P 

. 

ン
.

:

、
'

:

:

■

.

.

一

:

.-
1

第
1
ニ
期
1_
,
.は
生
産
*.
'
'
黎

入

：と%

吃
減
少
し
、-
.%
.
••
?

ぱ
K

馨

減

に

悩

ま
'さ
. 

れ
る
。
当

营

れ

は

，
|
:
,般
用
よ
り
も
卫
業
用
に
大
ぎ<:
規
わ
れ
て
い
た
が、
0 

和
十
九
年
度
を
境
：と
七
て
全
面
的
な
湯
に
，掀
大
し
、
つ
い
に

.
は
専
鬼
制
度
：そ■ 

の
も
の
：を
根
底
か
ら
動
揺
せ
し
め
る
に
至
る
.°
'.
,

‘

- 

:

:

供
給
量
ー
の
減
少
は
霍
カ.•
燃
料
；
*

材

の

楚

天

候
'.
;

災

害

の

馨
、
：
：
_
 

輸
送
難
、
：：塢
再
の
転
用.に
基
づ
.く
面
積
！̂

に
よ
る
も
.
の
で
あ
る
。；：
こ
の
対
策
：

'
と
し

で

昭
和
十
七
年
一
月
よ
り
割
当
配
給
制
が
.実施され、通
業
用
自
火

' 

塩
の
十
.七f

度
.
.
.か
ら
の
，廃
止
丨
特
殊
用
塩
湖
度
へ
.
の
切
替
え
、

，

魂

雪
’ 

盤
備
ァ
生
産
面
で
忟
品
種
簡
素
化
-

等
級
整
理
ど
質
尤
り
暈
へ
の
較
換
、

‘

 

に
は
増
産
体
制0
確
立
パ
強
帒
：
.
と
り
わ
け
顆
卡
八$
:

1

!

^業
組
合
令
'>」

. 

.
十
九
年
®

月
生
産
責
任
制
等
タ

；

輸
送
面
で
は
十
七
年
か
ら
華
北
^
に
対
す
石
重 

.点
糜
船
と
陸
蓮.

朝
鮮
轾
©

裏
日
本
各
港
へ0
ぃ
さ
ら
に
は
屮
八
年
か
ら4
,
 

ャ
.ン
ク
輸
送
等
み
凡
ゆ
る
方
策
を
採
用
し
て
机
開
が
は
か
ら
れ
た

。

こ

ぅ

し

て
 

十
八
_

ま
で
ゆ
近
海
塩
に
よ
り
辛
ぅ
じ
て
維
持
ざ
れ
た
が
、
' 

十

九
• 

ニ
：十

年
. 

度
は
全
く
弟
間
計.画
次
た
て'
る
と
と
名
ぇ
不
可
能
な
状
態
と
な
？
た
。
.

^:

.

.

.

. 

，.そ
の
結
果
登
場
し
允
の
が
自
給
製
塩
の
問
題
：で
あ
る
。
ず
で
に
.十
七
架
政
月

1

に
は
自
家
用
塩
剛
度
ハ
同
七
月
に
は
廃
止
塩
田
の
苒
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た 

の
が
漸
次
緩
和
さ
れ
、
ニ
十
年
三
^

つ'
い
に
自
給
製
塩
の
容
認
と
众.つ
：た
0

そ 

れ
が
さ
：ら
に
同
古
月
そ
の
生^

^

の
譲
渡
制̂

^

に
至
つ
て
、
專
売
制
は
全.':
. 

く

自

己

囊

薩

象

る

：を
：得
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
。

'
. 
. 

(

:
: 

:

「

第
四
期」

は

戦

獲

办

生

産

：■/
•
•疆

が

全

义

の

證

餐

に

陥

^
た
が
つ
鹌 

半
.ょ
5

ゃ
'<
:
:
立
瞋
ゥ
0

糸
0

釦
摑
む
ぬ
至
ー
る
苦
難
の
：時
期
で
あ
っ
^

:'
'

. 

ぃ：̂

確
保
の
た
め
に
は#

^

:

の̂

^

を

個

り

崩

す
.{
!
|
讓

塩

、の
拡
大
を
法.; 

認しでなければな，

^

、
：專
な̂

^
§

生
臌
_

^

0

^

^

^が
加
^

り
、
.
ニ
屮1

1

蓮
に
は
長
期
計
画
と
し
て
塩
議
持
策
の
樹
立
に
迫
ら
れ
，. 

そ
の
結
果
ょ
る

.
設

備

の

；
合
.理

化

视

進

を

驵

ぅ

一

が

：
、

.

G

.. 

H

:r
:
o
?J;
:

り
各
種
の
制
限
を
ぅ
け、t 
ー±

ー
一
年
に
は
独
立
採
算
娜
を
強
制
^

れ
、 

r

時
は
収
馨
止
さ
え'命
じ
ら
れ
る
。

」

.
U

か
し
'そ
の
結
果
収
支
の
黑
字
嚴
換
と 

と
も
赁
ー
十
四
年
に
は
製
塩
響
も
ょ
ぅ
や
べ
安
定
し
、
诌
給
製
塩

%:
廃
止
さ
ー 

れ
る
に
至
る。

.
：

.
：
:

:

1

;
.

「

第
五
期」

は
公
牝
発
風
、'蒗
泓
か
ら
平
時
体
制
へ
の
復
帰
に
つ
づ
き
、
い
わ 

f

 

塩 

が
■

さ
れ 
i

f

 洗

る
;'
0

:
.
. V

 

:
:

.

ハ

.：：

;

-*
'

ー.基

年
1

月
食
獬
觀
つ
ぃ
で
：

I」：

十
七
年
四
月.工
業
塩
：の
配
給'̂
自
由
と
:̂
: 

:

‘
:̂
:
啟
0,
:

輸

德

も

復

活

。«

_

め
増
邡
と
く
に
ー
ー
十7\
:年
ょ
-
^
冲
共
：‘
尤

，
 

ン

片

重

要
$

 

.主

儀

で

言
'ー
十
莰
年
公
社.0
:

致
^

^

と
'1
.
.て
^

^

 

業
対
^

^

樹
立
さ
れ
で
量̂

办
質
へ
へ
の̂

^

-̂

そ
れ
と
驵
連̂

流
-̂

式
顧
田
、
.

 ̂

.
一
貧
空
式
卫
塲
、
，ざ
ら
に^

&

^

^

^

エ
場
さ
え
;%
-

出
現
す
る̂

至
り
、
と

-.
: 

く 
£

:

^

^

:

1

面̂
妳
が
流
下
式
時
代
べ
：の
転
換
が
^

%

^

-

#
従
来
：

• 

- 

■ 

. 

•' 

,
の
蒸
汽
利
爪
式
に
ょ
る
共
同
：せ
ん
ご
ぅ
で
は
入
浜
，

.平
釜
式
の
4

と
に
お
.け
る

家
族
的
小
規
模
屢
形
態
を
変
獨
せ
し
め
な

.か
泠
た
が
、
：流
下
式
塩
田
、
真
空

-

式

晨

の

：採

用

は

：塞

築

墓

紙

合

：に

ょ

る

共

同

経
1

 

敷
態

へ

と̂
^
 

_

貌
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
.の
で̂

る
。

最
艰
に
•
お：
けるが指摘され

.て
い
る

タ

ま
:

^

需
紙
面
に
つ
^

て
づ
馨
上
の
合
霞
化
に
塞
づ
く
国
内
诲
の
増
産
は
食
料
塩 

の
.輸
入
を
減
少
さ
せ
た
げ
れ
於
、
''
.原
料
塩
：の
輸
入
：は
ソ.

—

ダ
業
界
.の
‘
活
況
に
ょ
'

'
 

.:り

敷
;5
;

:%
'

増
加
瓜
た
0'
'
し
.

^

^

塩
は
価
繁
海
上
運
賃
に
大
き
く
左
右 

ノ
さ̂

^

養

に
.̂

中
共
堪
の
重
赛
性
が
ま
し
て
い
ー
る
。
ー

」

亡
ぅ
じ

だ

露

上
.の

問

： 

:
:題
ぬ
烀
猶
す
名̂

め
'
:
:昭
和
爸
十」

：年
五
月̂

は

達

の

基

本
:*

針
—

新

規

： 

,

®

'

の
不
許
可
及
び
！̂

食
料
用
塩
貿
上
'：
®

都
の
引
き
下
げ——

が
1

さ

れ

：
V
、 

た
：*
5

善
^

ろ
が
.こ
.れ
に
对̂

す
る
^

^

港

,0

動
身
は
¥

期
.に
：反
1>
:て
、

^
 

許
可
及
が
引
き
來
げ
が
実
施
以
前
に
急
遽
増
藍
裕
向
ら

^

の
ゼ
あ
备
。
、
そ
の
だ' 

: 

め
国
内
處
©

^

^

は
逆
に
増
加
;1
>

た
:°
.
:そ
の
結
果
1>
ま
や
国
内
塌
で
業
務
用
翰 

:

入
塩
：に■

:§
9

と
芨
び
過
剰
国
内
塩
め
锔
戰.免
1

ダ
：

H

業
へ
.
の.
供
給
，
取
' 

一

へ.
：̂

癒

尤

：
生

産

面

，
に

^

い
で
。.
流
-̂

式
；.：真
空
武
へ
の
切
り
替
克
な
ど
：に
ょ
り 

へ
生
産
寳
ぼ
低
減
し
た̂

れ
名
、4

方
そ
れ
を
阻
止
す
る
要
因
と
し
て
.、：金
利
，

.政
獅
«.
:-

囊

上
'
の
問
題
、が
：生
じ.：て
：：い
る
と
と
。
ま

た

馨

合^

、
：お
げ
る
失
業;>
:
-0
:
事
施
存
上
の
問
釋

(

そ
山
て
と
く
に
組
塞
営
へ
の
一
本
化 

-.
:

■

に
お
い
て
、
予
撕
と
反
す
る
幾
多
め
間

^

発̂
生
1>
て
'
:い
名
。.も
ち
ろ
ん
ー
般：

，
/ 

的
に
い
ぅ
ど
一
本
化
が
進
涉
す
る
の
、だ
け
れ
ど
、
た
と
：え
ば

.従
来
41
産
カ
が
'高
' 

J

. 

ノ
.名

玄

0 '

八
5

1)

'



へ
ぐ
コ
：
ス

ト

の

低

か

：
> 
た
場
所
が
、

か
免
っ
て
生
産
者-;

組

合

員

：
の

独

立

性

：が

強
 

.
1

本
化
が
実
現̂

れ

な

い

ぜ

と

一
o
;し
た
が
：：っ

て

採

如

ん

面

積.%
小
規
模
の
，
 

ま
ま
、で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
踯
ー.が
進
む
地
方
は
逆&

:̂
'

» .

の
_経

#:
面

積

が

大
 

:

.

%い
が
、：
そ
の
組
合
員#

顏

化

し

ヤ

し

童
.っ
^

い
.る
0(

ー
ま
だ
紙
合̂

の
動
機
そ
の
も
の
.に
、
：..
貧
.の
.合
理
化
企.め
ざ
す.こ
と
ょ
カ
も
ぺ
災
書
‘等
を
き
、

.

か
.げ
と
す
る
も
の
が
多
い
。
し
だ
が
：

'
っ
て
寄.
こ
に
組
合
と§

員
尤
の
関
係
に
：
 

さ
ま
ざ
ま
の̂
^

な
問
題.が
含
ま
れ
て
い
る
等
々
0

:

■ 

V 

.

.

.

. 

.

,

'
:.|
.

:

■

.1 

一.

r
^

干

の

間

：題

点

'
.
'
:
.
：
.

.

V
 

.

:

•:
■■

「

序
論」

で
'は
従
来
の
諸
研
究
の
成
果
が/
1
實
し
'
た
立
場
か
ら
甚
だ
竽
際
上<
 

盤
理
さ
れ
叙
述.さ
れ
て
，い
る
。
そ
こ
で
こ
の
整
理
さ
れ
た
^

■
に
ょ
り
砠
ま
に 

お
け
る
研
究
を
反
省
し
、
さ
ら
，に
本
論
と
の
.
関
連
を
通
じ
て
考
え
：る
と
、
：

.
そ
こ
. 

に
は
な
お
窗
々
の
疑
蓊
も
生
ず
る
し
、
'
ま
た
今
後
の
研
究
の
：た
め
の
；問
題
点
も 

包
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
う。
'
.

ま
ず
中
世
社
会
を
響
期
以
降
に
限
定
す
る
.の
か
或
い
は
平
安
前
期'.(
貞
観 

時
代)

に
ま
で
遡
及
せ
し
め
る
か
が
や
や
不
明
瞭
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.。.
も
っ 

と
も
こ
れ
は
中
世
史
研
究
垒
般
の
問
題
な
の
だ
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
十
世
紀 

を
画
期
と
す
る
と
い
う
意
味
と
、
應
浜
が
荘
園
领
主
の
.自
己
経
営
と
し
て
展
開 

す
.る
こ
と
及
び
浜
が
山
や
益
よ
り
も
重
要
化
し
て
く
る
こ
と
、
.或
い
は
そ
れ
と 

名
主
経
営
と
の
関
連
と.か
継
起
の
関f

が
，现
解
L

難
く
な
る
と
恩
う。
.

つ
ぎ
に
近
世
に
お
け
る
塩
田
築
造
と
市
場
形
成
と
の
結
び
つ
含
、
さ
ら
に
藩 

_

制
と
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
た
点
は
今
後
の
研
究
方
向
を
正
し
く
示
し
た
も
、

,.

の
で
龙
る
。-.
:

ル
か
:̂
_

に
し
て
も
専
売
制
と
商
人
.
：
塩
田
地
生
ど
の
関
係 

.'

.■-..を
--
>

も
う
す
0
:1>

激
方
差
の
簾
か
ら
、
'

説
明
し
て
ほ
し
が.
っ
た
と
思
うc

そ 

ノ
-

_

:̂

フ:̂
'

:1
_

她
.
|
_州
_

方
に
お
ぃ
て
坐
産
制
阪
の
だ
；め
へ
に
ひ
ろ
く
十
州 

3

:塩
'|
1
|
会
'證

^

化
^

^

极
る
め
と
各
藩
の
專
売
制.と
.‘の
.関

躅
';
'
-
名

ぢ

に

そ

の 

.

。.盟
約
淡
各
：
^

篮
事
情
の
相
齋
が
：ら
她
廃
す
る
と
：い
;$
'

ぞ
、の
it
k
-方
^

も
、
と
も 

:

に
叨
ら
か
に
、な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

” 

i

た
：I

以
後
に
お
o'

て
は
、
専
売
制
の
成
立
因
を
た
ん
に
財
政
収
入
増
加 

策

に

：
求

：
め

石

だ

け

で

な

メ

、

.
専

売

制

の

成

立

，
を

.要
求
す
る
よ/TN

な
下
か
ら
の
動 

き
ま
；で
追
求
し
よ’

と
免
る
態
度_
は
'
疋
し
；1\
°

た
だ
そ
れ
.を
維
新
以
後
の
雜
保 

—

政
策
：の
撤
廃—

業
界
の
混
亂i

塩
業
の
困
窮
に
求
め.る
め
ほ
、
果
し
て
妥
当 

:
:

で
あ
ろ
.う
か
。
も
ち
ろ
ん
私
も
そ
れ
を
全
面
的
に
否
定
す
る
■わ
け
で
は
な
く
、

.

ま
た
.
こ
の
見
解
が
従
来
め
逋
說
で
あ
る
の
を
認
め
る
に
吝
か
：で
は
な
い
。
け
れ 

.

ど
，こ
の
見
解
で
は
、
.：慕
藩
塩
制
及
ぴ
保
護
育
成
策
を
適
大
に
評
価
す
る
こ
と
に 

.
は
な
ら
な
い
：だ.ろ
$

が
.タ
む
.し
ろ
端
的
に
い
え
ば
、
私
は
こ
う
し
た
立

論

そ
の 

も
の
が
、
美
は
当
時「

な
ん
ら
か
藤
力
な
統
制
を
必
要
と
し
.
つ
つ
あ
っ
た」

人 

々
乃
至
後
に
な
っ.
て
.そ
れ
を
是
認
す
る
立
場.に
あ
っ
た
人
.々：に
.よ
：り
、
う
ち
た 

て
ら
れ
だ
も
の
と
考
え
て
：い
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
塩
業
者
の
困
窮
と
い
う 

こ
と
と
、
塩
阳
の
有
利
性
丨
地
主
制
の
展
開
丨
明
治
ニ
十
年
代
の
塩
田
開
発
と 

い
う
現
象
と
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

3

か
。
下
か 

ら
統
制
を
求
め
る
動
き
が
尨
づ
へ
た
場
合
、
直
接
生
産
者
と
地
主
層
と
の
、_
い
ず 

れ
が
上
.か
ら
の
施
策
と
結
び
つ
く
可
能
性
を
も
っ
た
で
あ
ろ

3

か
。
ま
た
困f 

し
た
層
と
困
窮
を
訴
え
或
い
は
表
現
し
得
た
層
は
，果
し
て
同
一
で
あ
ろ
う
か
。

塩
業
者
と
い
う
の
は
い
ず
れ
の
層
と
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か

。
.

こ
れ
と
関
連
し
、
専
売
制
の
積
極
的
な
賛
成
者
と
な
っ
た
大
日
ホ
塩

i

会 

の
性
格
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
..ろ
う
。
ま
た
中
期
以
降
地
主
^
小
作
関
係 

の
変
質
が
専
売
法
に
よ
り
淡
定
的
と
な
る
と
い
う
場
合
、
こ
の
変
質
の
内
容
が 

具
体
的
に
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
'̂

ぬ
と
思
う
。
，と
く
に
塩
阳
地
主
=
問
屋
資 

本
と
大
日
本
塩
業i

と
の
関
係
は
甚
だ
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
く
る

。

以

上
，
_
 

の
ほ
か
賠
償
価
格
の
淡
定
方
法

—

地
域
差
の
根
拠
と
か
、
塩
田
整
理
と
技
術
改
, 

良
の
：問
題
や
そ
：の
前
後
の
生
産
者
の
実
情
、
或
い
は
大
正
七
年
に
専
売
制
が
淑
：
 

益
主
義
か
ら
公
益
主
義
に
転
じ
た
原
因
の
追
求
等
に

つ

い

て

も

、

今
後
に
残
.さ
：ぃ
 

れ
た
問
題
点
が
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に「

本
論」

は
全
般
を
通
じ
て
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

,̂ 

ず
総
じ
て
生
産
者•
塩
業
組
合
な
ど
坐
罾
罾
造
の
.具
^

吣
な
^

明
が
>
 

他
に
比
い 

，し
，て.
独
一
か
安
易
に
す
ぎ
る
と
思
う
。
第
二
期
の
合
同
機
械
製
塩
の
筒
所
で
は
比 

較
的
と
り
.あ
げ
ら
れ
て
は
お
り' 
ま
た
第
三
期
後
半
や
第
四
斯
め
よ
う
な
混
乱 

期
は
♦

む
を
克
な(

い
と
し
ズ
も”

す
く
な
く
と
レ
他
の
麻
期
に
の
一
い
て
は
、.
も 

っ
と
重
視
：で
き
た
の
：で.は̂

い
か
。
本
書
が
塩
専
売
史
で
な
ぐ
塩
業
史
で
あ
る 

以
±-

は
、
：
な
お'の
こ
と
そ
0'

点
が
措
し
，ま
れ
る
の
で
あ
る
。
：

%-

っ
^
も
そ
の
分 

野
は
、
务
:<
;

の
個
肌
研
究
を
歡
み
上i

後
で
：な
け
れ
ば
、
：
1

か
-%
:

.1>

れ

な
'.
. 

い
。
'1
.

か
し
専
売
公
社
内
部
ど
し
て
も
、
'
.か
な
り
：そ
の
点
の
資
料
、が
，あ
る
0

^
 

は
な
V

だ
ろ
う
か
。
 

- 

一..い

、い
.
.■
，
こ

"
.
：

ぎ
た
専
责
経
営
と
か
収
支
に.つ
い
て
、.塩
以
外
と
の
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